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中
国
の

新
聞
紙
面

研
究
に
つ

い

て

の

考
察
（

下
）

馬

目

次
第
…

節
　
中
国
の

新
聞

紙
面

研
究
の

流
れ

と

現
状

　
一
、

新
聞
全

体
史
に

お

け

る

紙
面
研

究

　
二
、

新
聞

断

代
史
に

お

け

る

紙
面
研

究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以

上

（

上
）

（

続
き

）

　
三
、

新
聞
編
集
論
分
野
に

お

け

る

紙
面

研
究

第
二

節
　
昨
今
の

中
国

に

お

け

る

紙
面
編
集
理
論

　
一
、

紙
面
と

「

紙
面

言
語
」

　
二
、

「

強
勢
（

強
さ
）
」

・

感
情
そ

し

て

バ

ラ

ン

ス

　
三、

読
者
心

理

に

つ

い

て

の

研

究

挺 、

中
国

の

新
聞
紙
面

研

究
に

つ

い

て

の

考
察
（
下）
　

　

馬
　

　

挺

＊

　
マ

ス

コ
ミ

諭
　
中
国

新
聞
史

三
、

新
聞

編
集
論
分
野
に

お

け
る

紙
面

研
究

　
（

一
）

　
初
期
の

編
集
論

　
二

十
世

紀
初
期、

中
国
に

お

い

て

出
版
さ

れ

た

新
聞
業
務
に

関
す
る

著

作
の

中
に

は、

取
材
に

つ

い

て

論
じ

た

も

の

は

多
か

っ

た

が
、

編
集
業
務
に

つ

い

て

の

専
門

分

野
と

し

て

の

論
述

は

ほ

と

ん

ど

な

か

っ

た
。

　
一

九
二

四

年
北
平
京
報
館
か

ら

出
版

さ

れ

た、

邵
飄
萍
（
振
青
）

著
『

新
聞
学

総

論
』

の

中
に、
「

新
聞
紙
の

表
と

裏
」

と

い

う
内
容
が

あ

る

が
、

そ

の

中
で

新
聞

編

集
な
い

し

新
聞
の

紙
面

に

つ

い

て

論
じ

た

部
分
が

あ
っ

た

か

ど

う
か

に

つ

い

て

は、

そ
の

本
の

所
蔵
が

不
明
な

た

め、

推
測
し

難
い

。

　
1．

周

孝
庵
著
の

『

最
新
実
験
新
聞
学
』

（

一

九
二

八

年
）

　
新
聞
編
集
学
を

専
門

的
に

検
討
し

よ

う

と

し

た

最
初
の

文

献
は、

一

九
二

八

年
上

海
時
事
新
報
館
か

ら
出
版
さ

れ

た

周
孝
庵
著
の

『

最
新
実
験
新
聞

学
』

に

あ

る

第
二

編
「，
新
聞
編
輯
（

編
集
）

法
」

で

あ
る

と

み

ら

れ

る
。

こ

の

中

で

著
者
は
ニ

ュ

ー

ス

と

編
集
と

の

関
係
か

ら

検
討
し

始
め

、

編
集
と
ニ

ュ

ー

ス

価
値、

編
集
方

針
の

確
定、

編
集
部
の

組
織
な

ど

に

つ

い

て

論
じ

た

が、

と

り

わ

け

本
稿
と

直
接
関
連

が

あ

る

の

は、

第
三

章
の

「

編
集
方
針
の

確
定
」 、

第
八

章
の

「

ニ

ュ
ー

ス

編
集

に

着
手
」 、

第

九

章
の

「

新
聞

排
版
（

組
版）

の

芸

術
」

で

あ

る
。

「

新
聞
は
一

方
で

最
新
の

事
実

を

読
者
に

報
告
し

な

け
れ

ば

な

ら

ず、

他
方
芸

術
的
手
法
で

読
者
の

感
情
を

調
和
し、

心

を

美
し

く

さ

せ、

お

も

し

ろ

く

読
ま

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

つ

ま

り

新
聞
は

芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18）

術
化
す

る

べ

き

で

あ

る
」

と

指
摘
し

た
。

し

か

し、

詳
し

く

議
論
さ

れ

た

の

は
ニ

ュ

ー

ス

価
値
の

判
定
や

原
稿
の

直
し

方
な

ど

で、

組
版
に

つ

い

て

の

芸

術
化
と

し

て

論

じ

た
の

は
、

紙
面

全

体
の

構
成

で

は

な

く、

ニ

ュ

ー

ス

毎
の

行
の

長
さ

、

つ

ま

り
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19）

わ

ゆ

る

「

長
行
」

と

「

短

行
」

の

問
題
を

重

点
に

お

い

て

検
討
し

た

も
の

で

あ

る。99
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明
星
入
学
褂

究

紀

要
【
日

本
文
化

学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第
1
一
号
　、
 
QO
一

弉

こ

れ

は、

新
聞
は

た

だ調
記

車ポ
を

並
べ

て
加

組

め

ば

そ

れ

で

お

わ

り

と
い

う
の

で

は

な

く、

美

し

く

て

読
み
、

ヤ

す

く

し

な

け

れ

ば

と

い

う
意
識
が

あ
〔、
た

こ

と

は

伺
わ

れ

る

の

で

あ

る

が
、

ま
謝．凡
紙
醐

全
体
に

ま

で

着
凵

し

て

考
察
し

て

い

な

か

っ

た

よ

う

に

思
わ

れ

る
。

な
お
、

見

出
し

に

つ

い

て

は、

第
二

編

の
一

新
聞
編

輯
法
L

の

中
で

な
・

＼

別

に

「

新
聞

標
題

法
」

と

い

う
第一．．
編
を

た

て

て、

詳
細
に

議
論
さ

れ

て

い

る
。

中
囮

に

お

け
る

新
聞
罷

未

務
の

研

究
は

、

早

期
に

見

出

し

の

つ

け

方
・

作
り

を

非
堂…
に
雷
詣

侃

し

て

い

た

こ

と

が
一

つ

の

特
徴
で

あ
っ

た
乙

と

を

裏
付
け

て

い

る
。

　

2．

管
翼
賢
編
纂
の

『

新
聞
学
集
成
」

二

九

四

三

年
）

　

管

翼
賢
は
一

漢
奸
報
人

（
日

巾

戦
争
時
代、

旧

ロ

本
軍

に

協
力
し

た

新
聞
人
）

」

と

い

わ

れ

た。

し

か

し
、

同

氏

は

新
聞
を

作
っ

た

経
験
も

あ

り、

燕
京
大

学
な

ど

複

数

の

大
学
で

新

聞
学
を

教
え

た

こ

と

も

あ

る
。

彼
は

教
え

た

内
容
を

総

論、

新
聞

つ一
ユ

ー

ス
） 、

報
紙
（

新
聞
） 、

世
論、

新
聞
記

者、

編
集、

副
貞

、

取
材

な

ど、
 

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　「
釁

十
編
に

ま

と

め

て、

延
べ

八

陽
の

『

栽
聞
学
集
成
』

を

編
纂
し
、

当
時

北
京
に

あ
っ

た
一
中・
華
新
聞
学

院
」

の

参
考
書
と

し

て

田

行

さ

れ

た。

そ

の

第
二

冊

に
一

編
滑

鴨

（
編…
集
）

篇
L

が

あ

る
。

　

編
輯
篇
ー

の

第
四

章
は
…，
標
題
L

で

あ

り、

第
五

章
は

「

併
版

（

組
版
）

」

で

あ

る
。

見
申
円

し

に

つ

い

て

の
仏

剛

議
を

別
に

し

て
、

「

排耐
隊
」

の

屯
要
椛隅
つ

い

て、

答
日

翼

賢
は

，
大

部
分
は
［

種
の

バ

ラ

ン

ス

と

比
例、

そ

し

て
一

人
の

建
築
家
が

欠
か

せ

な

い

関
係
意
識
を

も
つ

芸
術
家
の

什
事
で

あ

る．、

と

述
べ

て

い

る
。

ま

た、
．「

排
版
」

は
編
 

隼卅
の

什
＝

畢
の

　

つ

と

し

て、

新
聞

社
の

各

部
門
の

「

製
品
「

を

集

め

て、
」
母

日

読
者

に
一

つ

の

入
格
的

な

「

体
型
」

を

提
供
し、

新
聞
の

顔
を

装
飾
す

る

だ

け
で

は

な

く、

新
聞
に

一

心

と

魂
∴

を

与

え

て
、

読
者
に

生

命
の

あ

る

も

の

を

捧
げ

る

こ

と

で

あ

る

と

指
摘
し

た
。

そ

の

う

え

で
、

「

耕
版
」

は

外
観
の

問
題
に

限
ら

ず、

記

事

を

ど
の

よ

う

に

並
べ

れ

ば
、

読

者
が

読
み

や

す

く、

ど

の

よ

う
に

載
せ

れ

ば

新
聞

が

融

冗

れ

る

か

と

い・
つ

昭

回

題
も

考
え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と
弘

欄

じ

た
．

特
に
、

第
ニ
ア
囲

に

100

つ

い

て
、

商
店

の

シ

ョ

ー

ウ
、

莞

ン

ド

ー

に

た

と

え

て、

読
者
の

注
意
を

最

も

引

き

寄

せ

た

い

記

事
を
一

慮

に

置

く

べ

き

だ

と

言

い、

ま

た

顔
に

た

と

え

て、

も

し

尊
敬

し

て

も

ら

い

た

い

な

ら

ば、

そ

の

顔
は

、

端
莊
（

端

正

で、

荘
重

で

あ

る

ご

で

あ

る

・（．
き

だ
−灣」
指

摘
し

た

と

と

も

に、

多
く
の

新
聞

は
一

面

に

記

事
と

目

立
つ

見
出
し

を

で

き

る

だ

け

た

く

さ

ん

掲
載
し

て

い

る

が
、

そ

れ

は

結
果
と

し

て

は

巨

木
が

森
に

埋

め

ら

れ

て

い

る

と

同

様
で

あ

っ

て、

か

え

り

て

注
意
を

引
き

寄
せ

ら

れ

な

く

な

る

と

指
摘
し

た
。

　

し

か

し
一

併
版
L

関
す

る

論
議
が

延
べ

八

頁

あ

り、

紙
面

構
成
に

つ

い

て

の

考

え

が

よ

く

述
ぺ

ら

れ

て

い

る

と

は

い

え、

抽
象
的

な

議
論
が

ほ

と

ん

ど

で

具
体

的

な

分

析
は

簡
単

で

少

な

い

と

い

え

よ

う
。

　
（
二
）
　
一

九
五

〇
年
代
以
降
の

編
集
論

　
一

九
五

〇

年
代
に

な

る

と
、

中
国
の

政
治

情
勢
と

同

じ

よ

う

に

中
国
の

新
聞

学
の

研

究
は

大
陸
と

台

湾
と

両
側
で

そ

れ

ぞ

れ

行
わ

れ

て
、

し

ば

ら

く
の

問
は

お

互

い

の

情
況
を

知
ら

ず、

交
流
も

な

い

状
態
が

続
い

た。

大

陸
の

方
は

七

〇

年
代
に

至

る

ま

で

新
闥

学
と

く

に

編

集
論
に

つ

い

て

の

研
究
成

果
と

兄

ら

れ

る

著
作

は

見
ら

れ

な
か

ワ

た
。

　

台
湾
側
の

研

究
に

つ

い

て

は、

大
学
の

教
材
と

し

て

「

新
聞
採
訪
与

編
輯
（
ニ

ェ

ー

ス

の

取
材
と

新
聞

の

編
集
）

』

〔
鄭
貞
銘
菩
・

三

民

書
局）

が

あ

る
。

上

下
二

儲
に

分
か

れ、

上

篇
で

取

材
を、

下
篇
で

は

編

集
を

そ

れ

ぞ

れ

論

じ

て

い

る
。

編

集
の

分

野
に

お

け

る

紙
面
編
集
に

関

し

て
、

見

出

し、

紙
面、

図
版
な

ど

を

論
じ
ろ

章
が

設

け

て

あ

る
。

同

著
は

紙
面
の

基

本
認

識
と

し

て、

編
集
の

任
務

は

原

稿
を

分
析
・

整

理

し

ま

と

め

る

と

と

も

に、

そ

の

結
果
を

簡
単
か

つ

明

瞭
に

読
者
に

示

す
こ

と

で

あ

る

と

述
べ

た
。

そ

の

た

め

に

は、

兄

出

し

の

活
字
の

大

き

さ

の

扱
い
、

記

事
の

書
式、

各
種
の

図

表
の

大

き

さ
、

そ

し

て

紙
画

全

体
の

配

列
な

ど

記

事
内
容
の

重

点、

特
質

N 工工
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　〔
21〕

及
び

そ

の

影
響
を

鮮
明
に

読
者
に

表
す
こ

と

が

肝

要
で

あ

る
。

一

方、

紙
面

の

設
計

に

注
意
を

払
っ

て
、

新
聞

の

美
し

さ

を

求
め

て

読
者
を

引
き

付
け

る

こ

と

も、

編
集

の

仕
事
の

任
務
の

一

つ

で

あ

る

が、

し

か

し

編
集
の

最
も

基

本
的

な

任
務
は、

記

事

を

系
統
的
か

つ

合

理

的

に

編
集
・

配
列
す

る

こ

と

に

あ

り、

記
事
の

重

要
性
（

ニ

ュ

ー

ス

価
値
）

と

互

い

の

関
連
性
・

連
続
性、

さ

ら

に

読
み

や

す

さ

と

を

兼
ね

備
え

て

紙
面

を

構
成
す

る

で

あ
．

て、

内
容
を

軽
視
し

て

紙
而
の

蠢
の

み

を

追
求

す

る

。

と

は、

新
聞

業
務
の

基

本
的
原
則
に

反

す
る

と

指
摘
し

て

い

る
。

　
ま

た、

鄭

禎
銘
の

『

新
聞
採
訪
与
編
輯
』

の

「

参
考
書
目
」

の

中
で

は

荊
溪
人、

陳
石
安、

胡

傳
厚
三

人
の

そ

れ

ぞ

れ
の

『

新
聞
編
輯
学
』

を

並
べ

て

い

る
。

　
一

九

八

〇

年
代

か

ら、

大
陸
側
で

新
聞

編
集
学
と

り

わ

け

紙
面

編
集
に

つ

い

て

論

じ

た

著
作
と

し

て

は

中
国

人
民
大

学
の

鄭
興

東
ら

の

『

報
紙
編
輯
学
』

（

一

九

八

二

年
・

中
国
人
民
大

学
出
版
社
）

の

ほ

か

に
、

　一

九

八

五

年
に

上

海
復
旦

大

学
叶
春
華

の

『

報
紙
編
輯
』

（

福
建
人
民

出
版

社
）

が

あ

る
。

　
宙
寸

門
汢

面

の

場
ム
ロ

ー

　
『

新
聞
学
論
集
』

（

中

国

人

民
大

学
新
聞
学
部
・

中
国
人

民
大
学
出
版
社）

か

ら

　
　
　
『

紙
面

言
語
試
論
』

　
鄭
興
東

　
第
一

輯

　
　
　
『

新
聞

編
集
作
業
に

つ

い

て
』

　
包
慧
　
第
三

輯

　
　
　
『

紙
面

の

配

列
と

読
者
の

心

理
』

　
鄭
興
東
　
第
七

輯

　
　
　
『

新
聞
紙
面

の

中
の

線
と

そ
の

利
用
』

龍
玉

書

第
十
二

輯

　
『

新
聞
大

学
』

（
上

海
復
旦

大

学
）

か

ら

　
　
　
『

紙
面

を

ど

う

や
っ

て

構
成
す
る
（

上
・

ド）
』

　
叶
春

華
　
第
五
（
？

）

．

六

号

　
　
　
『

新
聞
の

編
集
方
針
試
論
』

　
叶
春
華
　
第
八

号

　
　
　
『

新
聞

の

紙
面

と

読
者
の

心

理
』

　
潘
玉

鵬
　
第
九
号

　
　
　
『

新
聞

編
集
作
業
の

特
性
に

つ

い

て
』

　
兪
月

亭
　
第
十
二

号

　
　
　
『

夕

刊
紙
面
の

経
営
と

配

置
に

つ

い

て
』

　
蔡
霎
　
第
十
二

号

中
国

の

新
聞
紙
面

研

究
に

つ

い

て

の

考
察
（
下）
　

　
馬

　
　
挺

　

　
　
『

新
聞
紙
面
の

構
成
及

び

そ

の

風
格
』

　
史
履
新
　

第

十

四

号

　
『

新
聞
学
刊
』

（

中
国

新
聞
学
会
連
合
会
・

中
国

社
会
科
学
新
聞
研
究
所）

か

ら

　

　
　
『

外

国
新
聞

が

中
国
近

代
新
聞
雑
誌
に

及
ぼ

し

た

影
響
』

　
李
斯

頤
　
一

九
八

　

　
　
六

年
四

月
ロ

ヴ

　

　
　
『

新
聞
紙
面

で

の

形
及

び

相
互

関
係
』

　
土

甫
　
一

九
八

六

年

六

月

号

な

ど

が

あ

る
。

　
こ

れ

ら
の

著
作

の

中

で、

鄭
興

東
の

著
作
を

後
に

述
べ

る

こ

と

に

し

た
い
。

叶
春

華
の

『

報
紙
編
輯
』

は

「

新
聞
学
基
礎
教
材
叢
書
」

の
一

つ

で

あ

る

が、

そ

れ

は

文

字
ど

お

り

の

「

基

礎
教
材
」

で
、

紙
面

作
業
の

実
際
操
作
の

内

容
が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る
。

『

紙
面
を

ど

う

や
っ

て

構
成
す

る

（
上
・

下
）

』

と

い

う

論
文

も

同

様
で

あ

る

が
、

紙
面

上
の

配
置
方
法

の

分
類
に

つ

い

て、

ユ

ニ

：

ク

な

見
解
が

あ

る
。

他
の

論
文

は

概
し

て

実
務
的
な

問
題
を

主
に

論
じ

て

お

り、

理

論
的
に

述
べ

て

い

る

箇
処
が

少

な

い

よ

う

に

感
じ

ら

れ

る
。

　
（
三
）

　
鄭
興
東
ら

の

『

報
紙
編
輯
学
』

と

そ
の

他

　
一

九

八

二

年
初
版
の

『

報
紙
編

輯
学
』

は
、

大

学
の

新
聞

学

部
の

必

修
課

目

の

教

科
書
と

な

り、

五

年
間
に

二

十
万

冊
が

発

行
さ

れ

た

が、

さ

ら

に
一

九

八

七

年
に

は

中
国
国
家
教
育
委
員
会
の

大

学
優
秀
教
材
一

等
賞
を

受
賞
し

た
。

そ

の

内

容
を

修
正

し
一

九
八

八

年

に

出
版
さ

れ

た

「

修
訂
木
」

は、

字
数
が

二

十
七

万
か

ら

三

十
二

万

に

増
え、

頁

数
も

三

百
二

十

三

頁
か

ら

四

百

七

頁

に

増
加
し

た
。

（
以

下

『

報
紙
編

輯
学
』

に

触
れ

る

と

き
、

特
に

説
明
が

あ

る

場
合
を

除
い

て、

す
べ

て
一

九
八

八

年

版
の

「

修
訂

本
」

と

す
る

。

）

　
『

報
紙
編
輯
学
』

の

主

な

内
容
は
、

新
聞
編
隹
爪

学
の

研
究
対宀
象

、

編
集
作
業
の

特

徴
、

原

稿
の

選
択
と

直
し、

記

事
の

配
置、

見
出

し、

紙
面、

報
道

の

構
成、

図
の

編
集
と

副
刊
の

編
集
で

あ
る
。

101

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明
星

大

学
研

究

紀
要
〔

口

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学

科
M

第
十
、

号
　
二

〇
〇

二

年

　

他
の

新
聞

学
あ

る

い

は

編
集
学
の

著
作
と

比
べ

る

と、

『

報
紙
編
輯
学
』

は

紙
面

に

関

す

る

論
述

を

特
に

重
視
し

て

い

る

と

見
ら

れ

る
。

本
稿
の

考
察
内
容
と

直
接
関

連

が

あ

る

の

は
、

第
六

章
の

「

版
面

（

紙
面

ご

で

あ

り、

八

〇
頁
で

全
体
の

四

分

の

一

の

量
を

占
め

て

い

る
。

量

が

多
い

ば

か

り

で

な
・

＼

内
容
も

ま

た
、

紙
面

を

め

ぐ
っ

て

そ

の

役

割、

配
列
の

考
え、

空
間
（

場
所）
、

配
列
の

手

段、

配
置
の

構
造、

美
化、

設
計
に

重

点
を

お

い

た

詳
細
な

も

の

に

な
っ

て

お

り、

第
六

章
だ

け

で

も

図

版
が

五

卜

九
点
も

使
わ

れ

て

い

る
。

　

当

時
の

紙
面
編
集
分

野
の

研
究
に

お

い

て

は、

二

つ

の

傾
向
が

存
在
し

て

い

る
。

す

な

わ

ち、

紙
薩

編
集
学
は

実
践
性
が

非
常
に

強
い

分

野
で

あ
る

が、

そ

れ

に

つ

い

て

の

研

究
は

抽
象
的
な

論
議
に

止

ま
っ

て
、

実
際
の

編
集
作
業
に

あ

ま

り

役
立
っ

て

い

な

い

と

い

う
傾
向
と

、

も

う
一

つ

は

実
際
の

作
業

の

旦
ハ

休
的
な

方
法
を

め

ぐ
っ

て

議
論
は

す
る

が、

理

論
王

の

検
討
が

あ

ま

り

行
わ
れ

ず
議
論
の

普
遍
性
に

欠

け

る

と

い

う
傾
向

で

あ

る
。

し

か

し

『

報
紙
編
輯
学
』

に

お

け

る

紙
面

に

つ

い

て

の

論
議
は、

抽
象
的
理

論
ヒ

の

論
述

と

実
践
に

つ

い

て

の

検
討
と

を

緊
密
に

結
び

付
け
て

行
わ

れ

て

お

り、

ど

ち

ら

か

と

言
え

ぱ

理

論

的
分

析
が

編
集
作
業
」

で

の

具
体
的
問
題
を

引

っ

張
っ

て

議
論
さ

れ

て

い

る

よ

う
に

感
じ

ら

れ

る
。

　
な

お、

論
文
『

紙

面

言

語
試
論
」

の

中
で、

鄭
興
東
は

「

紙
面

は
｝

種
の

特
殊
な

評

論
で、

文

字
で

書
か

れ

た

評

論
で

は

な

く、
　一

種
の

独
特
な

言
語

を

利
用
し

て

書

か

れ

る
…

と

述
べ
、

初
め

て

コ

紙
面
言

語

（

原
文
：

版
面

語、
胥

げ

と

い

う

概
念

を

取

り

上

げ、

そ

の

発
展

、

運

用、

表
現

力
な

ど

の

角
度
か

ら、

議
論
を

展
開
し

た
、

一，
紙
面

の

配
列
と

読
者
の

心

理
』

は

印
象
・

注
音
鋤

・

興
味
な

ど

読
者
心

理

の

角
度
か

ら

紙
面
の

役
割
を

考
察
し

た

も

の

で

あ

る
。

こ

の
［
｝
つ

の

論
文

は

胴

報
紙
編

輯
学
』

で

の

紙
面

に

関
す

る

論
述
の

補
足

と

み

ら

れ

る

も

の

で

あ

る
。

　
『

報
紙
編
輯
学
』

お

よ

び

『

紙
面

言

語
試
論
』

と

『

紙
面

の

配

列
と
読
者
の

心

理
』

の

内
容

に

つ

い

て

の

旦ハ
体
的
な魂
考

察
は

第
二

節
に

委
ね

る
。

102

第
二

節
　
昨
今
の

中
国
に

お

け
る

紙
面

編

集
理

論
に

つ

い

て

　
『

報
紙
編
輯
学
』

の

第
六

章
の

執
筆
者
で

あ

り、

そ

し

て

論
文

の

「

紙
面

言

語

試

論
』

と

「

紙
面
の

配
列
と

読

者

の

心

理
』

の

著
者
で

も

あ

る

鄭

興
東
教
授

は、

中
国

人

民

大

学
新
聞
学
部
で

教
鞭
を

と

っ

て

い

る。

　
本
節
で

は、

鄭
興
東
氏

の

紙
面
編
集

に

つ

い

て

の

論
述

を

参
照
し
つ

つ
、

そ

の

他

の

論
議
を

参
考
に
、

現
代
中
国
の

新
聞

界
に

お

け

る

紙

面

編
集
の

理

論
上

の

特
色

と

紙
面

編
集
の

お

よ

ぼ

す

影
響
力
に

つ

い

て

の

い

く

つ

か

の

観
点
を

整
理

し

て

み

た
い
。

『
、

紙

面
と

「

紙
面

言
語
」

　

新
聞
の

紙
而

は

原
稿
に

「
空

間
」

す
な

わ

ち

「
場

所．一

を

提
供

す

る
。

だ

が
、

そ

れ

だ

け
で

は

な

く、

掲
載
さ

れ

て

い

る

記
事
へ

の

評
価
も

す
る

。

　
例
え

ば

X
紙
と

Y
紙
の

二

つ

の

新
聞
が

あ

り、

あ

る

日

X
紙
Y
紙

と

も
一

面
に

同

じ

内
容

の

a
．

b
．

c
．

d
・

e

五

つ

の

記
事
を

載
せ

て

い

る
。

し

か

し、

紙
面
で

の

扱
い

が

異
な
っ

て

い

る
。

　
X
紙
は

a

記

事
を

ト

ッ

プ

に

取

り

上

げ

て
、

か

つ

二

段

通

し
カ

ッ

ト

（

二

段
の

高

さ

で

左

か

ら

右

ま
で

い

ワ

ぱ
い

を

占

め

る
）

の

見

出

し

を

使
っ

た。

そ

し
て
、

b
・

c
．

d
記
事
を

そ

れ

ぞ

れ

紙
面

の

左

下、

右
中、

右

下
の

順
に

お

い

て

ま
た

e

記

事

を

箱
も

の

に

し

て

罫
線
を

囲

ん

で

中
下

に

置
い

て

い

る

〔
図
．

1
）

。

　
Y
紙
の

場
合
に

は、

同
じ

く

a

記
事

を

右
の

ト

ッ

プ

に

し

た

が
、

見

出
し

は

た
っ

た

六

段
の

長

さ

し

か

な
い

。

そ

し

て

c

記
事
を

左

上

に
、

d
記
事
を

左

下

に

そ

れ

ぞ

れ

お

い

て
、

ま

た

四

方
巻

き

の

罫
線
で

b
と
e

記

事
を
一

絡
に

右

下
に

囲

ん

で

い

る

へ

図
・

2
）

。
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X

紙

一
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（図 1）

aaaaaaaaaa

紙

ccccC

LY
「
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の

　

　

　

　
　

　　

　

　

　

　
　

　
図

　

　

　

　
　

（

ddd

中・
国
の

新
聞
紙
面
研
究
に

つ

い

て

の

考
察
（
下）
　
　
馬

　
　
挺

　

こ

の

よ

う

な
二

つ

の

紙
面
を

見

る

と、

仮
に

記
事
の

文
章

と

見
出
し
の

言

葉
使
い

が

す
べ

て

同

じ

で

あ
っ

た

と

し

て

も、

X
社
と

Y
祉
に

よ
っ

て

そ

の

五

つ

の

記
事
に

対
す

る

評
価
は

著
し

く

異

な
っ

て

い

る

と

み

ら

れ

る
。

つ

ま

り、

a

記

事
に

対
し

て

は

Y
社
よ

り

X
社
の

方
が

重
要

視
し

て

お

り、

c

記
事
は

Y
紙
の

方

が

重

視
し、

b

記
事
と

e

記
事
に

つ

い

て

は

X
社
が

無
関
係
と

判
断
し

て

い

る

の

に

対
し

て、

Y
社

は

何
ら

か

の

つ

な

が

り

が

あ

る

と

み

て

い

る、

な

ど

と

い

ワ

た

違
っ

た

評
価
を

紙
面

の

扱
い

で

表
し

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

　

こ

の

よ

う
な

評
価
は

実
は
一

種
の

評
論
と
い

え

る

も

の

で

あ

り、

も

ち

ろ

ん
一

般

の

文
字
で

書
か

れ

た

評
論
で

は

な

く
、

一

種
の

独
特
の

「

言

語
」

を

使
っ

て

表
し
て

い

る

も
の

で

あ

る
。

こ

の

よ

う

な

言
語
は
［．
紙
面

言

語
L

と

名
付
け

ら

れ

て

い

る。

そ

も

そ

も

新
聞
は

大

体
三

つ

の

ル

ー

ト

を

通

じ

て
、

編
集
部
自
身
の

意
思

を

読
者

に

伝
え

る。

第
一

に

は

記
事
（

写

真、

図

を

含
む
）

の

内
容
と

見
出
し

の

文

字
に

よ

る

表
現

で

直
接
的
に

訴
え

る
。

第
二

に

は、

場
所
つ

ま

り

記

事
の

紙
面
に

占
め

る

位
置

の

違
い

と

見

出
し

の

大

き

さ
、

ま

た

記
事
と

記
事
の

組
み

合
わ

せ

な

ど

で

間

接
的
に

表
す

。

第
三

に

は、

罫

線
、

色

な

ど

い

ろ

い

ろ

な

装
飾
な

ど
の

手

段
で

、

記

事
の

内

容
を

強
調

し

た

り、

抑
え

た

り

す

る
、

そ

の

第
二

と

第．．一
の

も
の

が

い

わ

ゆ

る

「

紙

面

言
語
一

で

あ

る
。

「

紙
面

言
語
」

を

通
じ

て
、

編
集
者
が

記
事
・

図

版

な

ど

を

評

価
し

な

が

ら
、

読
者
に

提
供
す

る

わ

け

で

あ

る
。

　
「

紙
面
言

語
」

を

通
し

た

評
価
は、

ま

ず、

総
体
的
な

評
価
で

あ

り、

つ

ま

り
一

日

の

新
聞
や
一

面
に

若
十

の

記
事
が

あ

り
、

そ

れ

を

紙
面

に

配
列
す

る

と

き、

そ

れ

ぞ

れ

の

記
事
を

孤
立

的
に

扱
ワ

て

い

る

わ

け

で

は

な

く、

す
べ

て

の

記
事
を

互

い

に

比

較
し

て

重
要
さ

を

は

か

る
。

し

た

が
っ

て

そ

れ

ぞ

れ

の

記
事
は

紙
面

全
体

の

中
の

一

部
で、

一

つ

の

記
事
は

そ

の

紙
面

で

の

地

位
（

た

だ

の

位
置
で

は

な

く、

紙
面
で103
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明

母
左

学
撰

究
紀
要
【

臼
氷

文

化
学
部
・
、…

口

語
文
化
学

科】

第
十

天
ウ

　
ニ

00

二

年

の

位 
直

に

見
出
し
．

装M
飾

な

ど

の

扱
い

で」
与

え

ら

れ

た

も
の
）

と
紐惻
面
の

全

体
と

関

連

し

て

い

る
。

　

そ

し

て
、

こ

の

よ

う

な

評
価
は

新
聞
の

発
行
ま

で

に

な

さ

れ

た

評
価
の

う

ち

の

最

後
の

も
の

で

あ

り
、

原
稿
臼
体、

そ

の

取
捨、

直
し

に

よ

る

評
価
は

み

な

紙
而

全

体

で

の

扱
い

に
、

点

っ

て

再
評
価
さ

れ

る
。

た

だ、

紙
面

が

で

き

あ

が

ワ

て

読
者

に

届

く

と、

直
す

機
会

は

な

く

な

り
、

し

た

が

っ

て
、

紙
面

編
集
は

諜

り

を

犯
す

と

訂
正

も

効
か

な
い

。

　

ま

た
、

紙
面

は
一

番
目

取

初
に
壮

軽
首

に

影
緲臼
を

与
え

る

も
の

で

あ

る
。

つ

ま

り、
、、
し

者
が

ま

ず
受
け

取

る

の

は

そ

れ

ぞ

れ

の

記

事
の

具
体
的
内
容
に

つ

い

て

で

は

な

く
、

紙
面．｛
じ

編
集
者
が

与
え

た

評
価
で

あ

る
。

紙
面
の

配
列
に

誘
導
さ

れ

て、

読
者

は

紙

面

に

掲
載
さ

れ

て

い

る

記

事
を

読
む

わ

け
で

あ

り、

ど
の

記
事
が

重

要
な

も

の

と

し

て

扱
わ
れ

て

い

る

か
、

読
者

は

ほ

と

ん

ど

無
意
識
的
に

誘
導
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

ま

た、
　
い

か

に

重

要

な

記
事
で

あ
っ

て

も、

隣
立

つ

よ

う

に

扱
っ

て

い

な

け

れ

ば、

読
者
が

見

逃

が

し

て

し

ま

う
こ

と

も

あ

り

得
る

。

　

さ

ら

に

ま

た、

紙
面

で

の

評
価
は

特
殊
な

手
段
を

使
っ

て

行

う
評
価
で、

文

字
で

の

評
価
を

重

に

し

て

お

ら

ず、

紙
噸
の

空
間、

配
列、

構
造、

そ

し

て

編
集
手

段
を

通

じ

て

評
価
を

実
現
す

る

わ

け

で

あ

る
。

　

紙
面

で

評

価
を

行
う

　
紙
面

言
語
｝

は
、

次
の

二

種
類
の

基

本
材
料
で

構
成
さ

れ

て

い

る
。

　一

種
は

場

所、

つ

ま

り

紙
面

上

の

段、

区、

面
の

紙
面
の

ベ

ー

ス

で

あ

り、

一

種
は

罫
線、

活
字
そ

の

も

の
、

色

（

白

地

も

含

む
）

な

ど

で

あ

る
。

こ

れ

ら

ほ

一

紙、
面．．
面

語．」

の

物
暫鳳
的
材
料
と

も

言
え

よ

う。

二
、

「

強
勢
（
強

さ
）

」

・

感
情
そ

し

て
バ

ラ

ン

ス

「

紙
面．
雨

語
、

の

某

本

材
料
は

そ

れ

ぞ

れ

特
定
の

意
味
を

も
っ

て

い

る

と

み

ら

れ

104

る．、
　一

つ

は
一

定
の

「

強

勢
「、

の

感
情
を

表
し

て

い

る
。

つ

ま

的．
強
さ

を

表
し

て

い

る
。

も

う
一

つ

は

特
定

　
（
一
）

　
「

強
勢
」

　

ま

ず
、

紙
面

配

列
に

お

け

る

位

置

の

「

強
勢
…

に

つ

い

て、
　．
つ

の

記

事
を
一

面

に

置
く
か
、

あ

る

い

は

そ

の

他
の

面

に

置

く
か、

ト

ッ

プ

に

す

る

か

下

に

綴
じ

込

む

か、

そ

し

て

見
戯
し

の

活
字
の

大
き

さ

に

よ
っ

て
、

そ

の

ワ

え

る

印
象
の

強
さ

は

違

う
。

そ

れ

ぞ

れ

の

国
と

新
聞
に

よ

ウ

て

位
置
の

強
さ

に

つ

い

て

の

考
え

は

違

う
。

現

在
の

中
国
の

新
聞
は
一

般
的
に

→

面

は

最
も

重

要
で

、

そ

し

て
二 ．
面、

二

面、

四

面

の

順
と

な

り、

面

毎
に

つ

い

て

は、

新
聞
の

タ

イ

ト

ル

の

位
置
と

の

関
係
が

あ

る

が
、

着
樋
は

左

上

は

ト

。

プ

の

位
置
」

見
ら

れ、

そ

と
、

右
上
・

左

ド
・

右

下

の

順
で

　ズ
ウいと

あ

る
、

ま

た、

い

く
つ

か

の

記
事
を

紙
面

に

そ

れ

ぞ

れ

の

場

所
に

置
い

て

い

る

な

ら、

そ

れ

ら

の

記

事
は

そ

れ

ぞ

れ

自
身
本

来
の

強
さ

を

表

す

の

で

あ

る
。

し
か

し

そ

の

中

の

い

く
つ

か

の

記

事
に

関
連
性
が

あ

る

と

認
め

て、
　一

ヵ

所
に

葉

中

さ

せ

た

り
、

囲

み

で

囲
ん

だ

り

す

る

と
、

強
さ

が

増
幅
さ

れ

る
。

編
集

者

は

と

く
に

ロ

メ

ン

ト

を

加

え

な

く

て

も
こ

れ

ら

の

記
票
の

間
に
一

連
の

繋
が

り
が

あ

り、

そ

の

こ

と

に

よ

っ

て

あ

る

評

価
や

評
論
を

し

て

い

る

の

だ

と

読
者
に

感

じ
さ

せ

る
。

つ

ま

り、

記

事
に

与

え

た

位

置
に

よ
っ

て
、

異

な

る

強

さ

が

与
え

ら

れ

て、

編
集
者
の

評
価

が

そ

こ

に

現

れ

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

　

そ

し

て、

見

出
L
の

−

強
勢
L

に

つ

い

て
、

　一

つ

の

記
事
の

｝

強
勢
」

は

記

事
の

本
文

の

占

め

る

紙
面

の

空
間

よ

ウ

も

む

し

ろ

見
繊
し

が

占
め

る

空
間

よ
っ

て

示
さ

れ

て

い

る
。

中
国
の

場
ム
ロ

に

は、

見
出

し

が

紙
面
に

占

め

る

長
さ

で

「

強

勢
」

を

は

か

り
、

つ

ま

り

児
出

し

が

長
け

れ

ば

長
い

ほ

ど

強
い

（

普

通

は

兄
出
し

が

占

め

る

闢
の

数
で

表
現
し、
…
亠

欄
兇

出
し

や

六
、

五

欄
見
出

し、

通

欄
な

ど

と

い

う
）

。

図

版
の

場
ム
冂

に

は、

そ

の

面

積
で
．．
強
勢
一

を

は

か

る。
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　（
三
）

　
紙
面
の

バ

ラ

ン

ス

　
一

つ

の

紙
面

の

局
部
と

全

体
、

ま
た

見

開

き

0

紙
面
の

間
の

統
一

性
と

バ

ラ

ン

ス

へ

の

考
慮
も

払
わ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

。

こ

の

よ

う
な

紙
面
の

平
衡
を

保
つ

こ

と

に

つ

い

て
、

「

調
和
（

和
諧
）

」 、、
「

釣
り

合
い

（
比

例）
」 、
「

秩
序
」 、
「

均
衡
」

の

四

つ

の

要
素
が

重
視
さ

れ

て

い

る
。

つ

ま

り

強
さ

と

い

う
の

は、

比

較
し

て

か

ら

は

じ

め

て

存
在
す
る

の

で

あ

る
。

「

弱
い
」

も

の

が

存
在
し

て

い

て

こ

そ

「

強
さ

」

が

感
じ

ら

れ

る

は

ず
で

あ

り、

す
べ

て

の

記
事
が

す
べ

て

最
も

強
い

も

の

を

示
そ

う

と

す
れ

ば、

結
果
と

し

て

皆
強
さ

が

な

く

な

る
。

　
『

文
匯
報
』

の

一

九
八

〇
年
四

月

十

三

日

付
の

四

面

を

例
と

し

て

検
証

し

よ

う

（

図
14

）

。

そ

の

面
の

主
な

内
容
は

『

美
』

と
い

う

題

目
の

小
説
で

、

タ

イ

ト

ル

は

一

字
し

か

な

い

が
、

そ

の

紙
面
幅
の

半
分
を

占
め

る

白

地
を

背
景

に

し、

そ

し

て

バ

レ

ー

の

女

優
の

絵
を

加

え

て

い

て
、

非
常
に

強
い

印

象
を

与
え

る
。

本
文
は

長
い

が、

紙
面
の

周
辺
と

真
ん

中
に

詩
・

絵
・

随
筆
な

ど

が

加

え

ら

れ

て

い

る

の

で、

読
者
は

さ

ほ

ど

冗

長
さ

を

感
じ

な
い

で

あ

ろ

う
。

そ

し

て

左

上

の

小
説
の

タ

イ

ト

ル

に

対
し

て、

右
下

に
一
つ

四

方
巻

き

の

随
筆
が

あ

り、

ま

た

右
上

と

左
下
の

そ

れ

ぞ

れ

詩
と

絵
を

対
応
さ

せ、

真
ん

中
の

小
説
の

内

容
を

描
く

挿
絵
も

あ

り、

紙
面

全

体
が

バ

ラ

ン

ス

を

と

り

な

が

ら、

変
化
が

現
れ

て

い

る
。

ド

の

ほ

う
が

少

し

「

重

い
」

と

感
じ

る

が
、

白
地

を

贅
沢
に

与
え

ら

れ

る

詩
の

囲
み

の

存
在
が、

重
さ

を

調
整
し

て

い

る
。

こ

の

紙
面

は

読
者
に

美
し

い

印
象
を

与
え

る
一

つ

の

優
れ

た

紙
面

と

言
え

よ

う。

　
ま

た

そ

の

反
面、

あ

る

記
事
を

極
端
に

強
調
し

て

紙
面
全
体
の

バ

ラ

ン

ス

が

失

わ

れ

る

と、

通
常
は

読
者
に

不

快
感
を

与
え

て、

よ

い

効
果
は

得
ら

れ

な

い
。

だ

が、

特
別
の

場
合
に

は

編
集
者
は

わ

ざ

と

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

の

紙
面

を

作
り

文
字
で

は

書
け

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
（
24）

な
い

ゴ

メ

ン

ト

や

感
情
を

表
そ

う
す
る

こ

と

も

あ

る
。

中
国

の

新
聞
紙
面
研
究
に

つ

い

て

の

考
察
（
下）
　

　．
馬
　
　

挺

三

　
読
者
心

理

に

つ

い

て

の

研
究

　

中
国
に

お

け

る

新
聞
紙
面
と

読
者
心

理

に

つ

い

て

の

こ

れ

ま

で

の

研

究
の

大

部
分

は、

ま

だ

初
歩
的
で

あ

り、

紙
面

が

読
者
に

与

え

た

印
象、

紙
面

に

対

す

る

読
者
の

注
目

度、

紙
面

と

読
者
の

興
味
な

ど

を

め

ぐ

る

論
議
に

終
始

し

て

い

る
。

　

読
者
は

た

い

て

い

紙
面

か

ら

新
聞
に

対
す

る

第
一

印
象
を

与
え

ら
れ

る
。

紙
面
か

ら

読
者
に

今

日

の

新
聞
を

読
も

う
と
い

う
期
待
感
を

与
え

な

い

と、

そ

の

紙
面
は

失

敗
し

た

と

言

え

る
。

と

は
い

え、

た

だ

紙
面

に

対
す
る

第
　

印
象
が

よ

く

て

も
、

実

際
に

読
ん

で

得
た

印
象
と

か

な

り

ず

れ

る

と、

か

え
っ

て

読

者
に

不

信
感
を

与
え

る

こ

と

に

な

る
。

つ

ま

り

紙
面
の

構
成
は

内
容
と
一

致
す

る

こ

と

が

大

原
則
と
一

般
的

に

認

め

ら

れ

て

い

る
。

　

読
者
に

新
聞
を

読
む

よ

う

に

さ

せ

る

た

め

に

は、

新
聞
に

読
者
の

注
意
を

引

き

寄

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

そ
の

注
意
は

無
意
識
的

な

注
意
と

も
い

え

る

も
の

で

あ

る
。

紙
面

の

構
成
は

読
者
の

無
意
識
の

注
意
を

引
き

寄
せ

る

重

要

な

手

段
で、

紙
面

で

表

す

「

強
勢
」

の

差

に

よ
っ

て、

読
者
の

注
意
を

喚
起
す

る
。

こ

の

問
題
に

つ

い

て

図

と

空

白
と

い

う
二

つ

の

手
段
が

と

く

に

重
視
さ

れ

て

い

る
。

紙

面

に

あ

る

図

や

写

真

な

ど

が
一

目

瞭
然
で
、

優
先
的
に

読
者
の

視
線
を

引
き

付
け

る
。

ま

た、

空

白
や

白

地

を

効
果
的
に

使
え

ば

注
意
さ

れ

や

す
い

。

　

興
味
に

つ

い

て、

紙
面

の

構
成

は

で

き

る

だ

け

読
者
の

閲

読
興
味
を

壊
さ

な
い

よ

う

に

作
る

の

が

重
要
で

あ

る

と

言

わ

れ

る
。

例
え

ば、

長
い

記
事
は

読
者
に
一

般
的

に

嫌
わ

れ

る

が、

掲
載
す

る

と

き

に

紙
面
で

の

配
列
を

工

夫

し

て、

で

き

る

だ

け

長

く

見
え

な

い

よ

う

に

し、

ま

た

数
字
が

多
い

内
容
の

報
道
す
れ

ば
、

絵
や

グ

ラ

フ

な

ど

を

使
っ

て
、

内
容
を

わ

か

り

や

す
く

る

ほ

う
が

読
者
の

興
味
を

引

き

や

す
い

。
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濤
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（
18）
　「
最
新
実
毅
新
聞

学
』

一
七

九
頁

〔
P
）

　

同晶
剛

二

躙U
｛
彑
貝

〔
20）
　
こ

の

署
作
は

非叶
冗

品

だ
っ

た

の

で

探
す

の

が

難
し
い

と

い

わ

れ、

台

湾
に

い

る

中
園

新
聞
史
の

専

　

門
家

で

あ

る

未

鯵
誉
氏

も
一
冊

し

か

兄
た

こ

と

は

な

が
ッ
た

と

い

う。

亀

中
国

新
聞
唯丁
業
研
究

論

　

集
』

一
…
頁）

幸
い

に

上

智
大

学
図
書
館
の

中
に、

そ

の

八

冊

と
も

揃
っ

て

い

る・

へ

21）

「

新
聞

採
葡
層

編
輯
』

二

四

八

頁

（
22）
　
同

上

二

六

四

頁

〔
23）
　
縦
書
き

を

お

も

に

し
て
い

る

日

本
の

新
聞
と

は

鰻
な
，

て、

申
国
の

新

闘

は

横
諸

き

で

あ

る

た

め、

　

；

の

点
に

つ

い

て

の

扱
い

は
か

な
鋤

異
な
り

て

い

る。

〔
24一
　

こ

の

［
特
罰
な

場

含
」

の

実
例

に

ワ

い

て、
　…
九
八

九

年
天

安

門
事
件
の

際、
−

人

民

H
報」
の

　

報
遒

姿
熱刀
に

対

し♂
」

嚢」
察
を｛
匂
つ
た

拙
瓣
粡

の

　「
中
鬮圏
の犀
耕…
剛

紙｝
隅

に

つ

い

て

の

　一
考

察

ー

…
一
r

儿

八

　

九｝
早

四

〜亠ハ
U
の

　
『

人

民
日

報
』

　・
を

中
心

に
」

　

を冨
参
昭…
し

て

ト
鴛u
い。

　
木
稿
の

資
料
収
集
は
一

九

九

〇
年
代
初
頭
ま

で

で

あ

る
。

そ

の

後、
−

改

革
・

開

放
一

政
策
の

実
行
は
マ

ス

コ

ミ

分
野
に

も

滲
透
し
つ

つ

あ

り、

そ

し

て

日

本
の

ス

ポ

ー

ツ

紙
を

は

じ

め

と

し

て、

香
港、

台
湾
な

ど
の

新
聞

紙
面

の

影
響
を

受

け、

ま

た、

電
子

組
版
が

導
入

さ

れ

た

こ

と

も
冖

閃
と

な
っ

て、

中
国
の

新
聞

紙
画

は

目

ま

ぐ

る

し

く

変
化
し

た
。

こ

れ

ら

の

変
化
に

つ

い

て、

ま

た

機
会
が

あ

れ

ば

検
証

を
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